
20 － 13
17 － 7
11 － 25
22 － 13
－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

◎ 4 13 2 2 3 2 ◎ 4 16 4 2 0 2

○ 5 20 0 10 0 0 5 0 0 0 0 1

○ 6 7 0 3 1 3 6 0 0 0 0 0

○ 7 7 0 2 3 4 ○ 7 2 0 0 2 1

8 0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0

9 0 0 0 0 0 ○ 9 18 0 9 0 2

○ 10 11 1 3 2 2 ○ 10 8 0 4 0 5

11 11 1 3 2 2 11 6 2 0 0 2

12 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 ○ 13 8 2 1 0 5

14 1 0 0 1 0 14 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0

16 0 0 0 0 0 16 0 0 0 0 0

17 0 0 0 0 0 17 0 0 0 0 0

18 0 0 0 0 0 18 0 0 0 0 0

70 4 23 12 58 8 16 2

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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両チームハーフコートマンツーマンでスタート。宇部工#5のゴール下で先制するが、岩国工#10が直ぐに入れ返
す。この後も宇部工は#5にボールを集め加点。対して岩国工は堅さからかシュートが入らない。３分後、#4の3P
が入り落ち着きを取り戻し同点に追いつく。しかし、宇部工は、#4の3Pや#5のリバウンド等で３連続得し、20-
13で1Q終了。2Qに入ると岩国工のミスから宇部工が速攻を出し点差を広げていく。岩国工はT.Oをとり、流れを
変えたいが、宇部工#5と#7の頑張りによりリバウンドで圧倒し、得点を重ねていく。宇部工17点リードで前半終
了。3Q、岩国工#9のバスケットカウントでいい出だしを見せる。DEFでは宇部工#4をフェイスガードする。これ
が功を奏し、宇部工はリズムを崩しなかなか得点できない。対して岩国工はセットオフェンスからノーマークを
つくり、次々に加点していく。10点差まで詰めたところで宇部工T.O。しかし、岩国工の勢いは止まらず#4の３
連続得点で更に点差をつめ48-45で3Q終了。4Qの出だしは一進一退の攻防が続く。残り６分半、52-50の2点リー
ドで宇部工T.O。ここから宇部工のDEFが激しさを増し岩国工に全く攻めさせない。OFFでは宇部工#11が3Pやレイ
アップと次々に得点し、怒濤の攻撃をみせる。岩国工は最後に3Pで粘りを見せるが、70-58で宇部工が決勝に駒
を進めた。
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